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南緯５５度１８．１２．８（金） １９．３．１６（金）

リュツォ・ホルム湾

昭和基地

アムンゼン湾

オーストラリア

東 京
１８．１１．１４（火） 出港
１９． ４．１３（金） 入港

フリーマントル

１８．１１．２８（火） 入港
１８．１２． ３（日） 出港

シ ド ニ ー

１９．３．２１（水） 入港
１９．３．２７（火） 出港

約２０，０００マイル総 航 程

９ ９ 日南極行動日数

１ ５ １ 日総 行 動 日 数

実 績

第４８次南極地域観測「しらせ」行動実績

（観測隊乗艦）
（観測隊退艦）

昭和基地沖

１８．１２．２３（土） 接岸
１９． ２．１６（金） 発
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１２．１７（日） １４５１Ｃ
リュツォ・ホルム湾沖
定着氷縁進入
６８°２１．０′Ｓ ３８°４２．３′Ｅ

１２．１８（月）
０９０４Ｃ（１０２３Ｃ）
停船観測支援

１２．１９（火）
１４２２Ｃ（１５２６Ｃ）
空輸（昭和第１便）

１２．２０（水）
０８０５Ｃ（１１１９Ｃ）
野外観測支援
０８３２Ｃ（１６５６Ｃ）
空 輸

１８日００００Ｃ

１９日００００Ｃ

２０日００００Ｃ

２１日００００Ｃ

２２日００００Ｃ

１２．２１（木）
０８０５Ｃ（１７０１Ｃ）
空 輸

１２．２２（金）
０８３５Ｃ（１６２９Ｃ）
空 輸
１０４３Ｃ（１２５３Ｃ）
野外観測支援

１２．２３（土）
０９２１Ｃ（１０４０Ｃ）
野外観測支援
１０４８Ｃ（１１３６Ｃ）
空 輸

１２．２３（土）
１５５０Ｃ
昭和基地沖接岸

２３日００００Ｃ

リ ュ ツ ォ ・ ホ ル ム 湾 航 跡 図リ ュ ツ ォ ・ ホ ル ム 湾 航 跡 図リ ュ ツ ォ ・ ホ ル ム 湾 航 跡 図



（１） 物資輸送

ア 内容別輸送量

イ 輸送手段別輸送量（昭和基地向け物資）

（２） 人員輸送

３１２．０南極基地～東京持 帰 り 物 資

船上使用物資を含む。１，１０９．０東京～南極基地第４８次隊物資

記 事重量（トン）輸 送 区 間内 訳

４８４．０パイプ輸送

１，０９０．０２６２．０氷上輸送

３４４．０空 輸

（トン）重 量輸送手段

～
２３夏 隊

第４８次

～６０２３夏 隊第４８次
往

路
４夏隊同行者

シドニー

４夏隊同行者

南極基地

６３

３６越冬隊第４７次復

路

南極基地

フリーマントル

３３越冬隊

輸送区間数員区 分

（空 輸） （氷上輸送）

（パイプ輸送）

輸 送輸輸 送送



基 地 作 業 等 支 援基 地 作 業 等 支 援基 地 作 業 等 支 援
◇建 築

・Ｃヘリポート改修工事
・道路工事
・ケーブルラック改修工事
・基地貯油タンク送油管工事
・機械建築倉庫建築工事
・ロケット発射台解体工事 ｅｔｃ．

◇機 械
・２号発電機オーバーホール
・１号発電機ベアリング交換 ｅｔｃ．

◇その他
・Ｓ１７物資空輸支援（荷受け）

・基地作業：延べ４９２人・日

野 外 観 測 支 援野 外 観 測 支 援野 外 観 測 支 援

観測地点： １４箇所

期 間： １２月中旬～２月中旬

空 輸： 約８０便

観測項目： 生物、海洋、地学等

リュツオ・ホルム湾周辺

スカルブスネ
スルンドボークスヘッダ

スカーレン

スカルブスネス
ラングホブデ

Ｓ－１６昭和基地
Ｓ－１７

パッダ島
ヒューカ

Ｈ－１００

30NM

60NM

Ｈ－５７

ボツンヌーテン

インホブデ

アウストホブデ

オングルカルベン

※アムンゼン湾： ２便



海底地形測量停船観測 漂流ブイ

オーストラリア

St.1

フリーマントル
シドニー

８０E １００E １４０E１２０E

４０S

６０SSt.５
St.１６

St.２０

昭和基地

海底地形測量

豪州漂流ブイ

プリッツ湾 アデリー海岸

氷海観測支援

氷海観測支援

氷海観測支援

海底圧力計設置
位置局限：揚収

アムンゼン湾

氷海海洋観測

海 洋 観 測 支 援海 洋 観 測海 洋 観 測 支 援支 援



スペイン漁船『ＴＩＰＨＯＯＮ-Ⅰ』の乗組員に対する医療支援スペイン漁船スペイン漁船『『ＴＩＰＨＯＯＮＴＩＰＨＯＯＮ--Ⅰ』Ⅰ』の乗組員に対する医療支援の乗組員に対する医療支援

１ 期 間
１８．１２．２８（木）～２９（金）

２ 場 所
昭和基地沖約３００マイル

３ 経過概要
280925C 漁船に急患発生

1301C 「しらせ」第１報入手
1513C ケープタウン海上救難調整センターから医療支援要請
1939C  防衛省から「しらせ」に対し支援を指示
2230C 野外観測パーティー撤収完了
2330C 輸送物資再固縛、荒天準備完了

290008C 昭和基地沖発
1511C 漁船と会合
1530C～医療支援
1910C 現場発

300833C  昭和基地沖着

４ 患者の状況
ロシア人男性（５６歳） ラクナ梗塞の疑い（脳梗塞の一種）
様態は安定。緊急に搬送する必要なし。



南緯５５度１９．１２．８ ２０．３．１５

リュツォ・ホルム湾

昭和基地

オーストラリア

東 京
１９．１１．１４（水） 出港
２０． ４．１２（土） 入港

フリーマントル

１９．１１．２８（水） 入港
１９．１２． ３（月） 出港

シ ド ニ ー

２０． ３．２０（木） 入港
２０． ３．２６（水） 出港

約２０，０００マイル総 航 程

９ ９ 日南極行動日数

１ ５ １ 日総 行 動 日 数

概 要

第４９次南極地域観測「しらせ」行動計画（案）

（観測隊乗艦）
（観測隊退艦）



「しらせ」平成１９年度年次検査主要工事

● ホイップアンテナ５本の新替え

● 航海機器の点検整備（ジャイロコンパス等）武 器 部

● 主発電機（３，４号主発電機の開放検査）

● 推進発電機（４～６号推進発電機の開放検査）

● 推進電動機（３及び６号推進電動機の開放検査）

● ２号観測用電動発電機、２号艦内サービス用電動発電機の点検整備

電 気 部

● 推進用発電機原動機

♪ １、２及び３号推進用発電機原動機のオーバーホール

♪ ４、５及び６号燃料ポンプ分解検査

● 主発電機用原動機

♪ ３、４号オーバーホール

♪ １、２号シリンダー蓋、ピストン、シリンダライナ分解検査

● 補機類等

♪ １号空気圧縮機オーバーホール

♪ １、３号補助ボイラ加熱管検査

機 関 部

● 船体外板の氷海塗料損傷箇所の補修

● 甲板機械等の検査工事

♪ １，２番デッキクレーン、２番エレベーター、ハッチカバー油圧シリンダー

♪ 揚艇機、内火艇

● 諸管装置の新替え（真水管、海水管、汚物管等）

● 発錆の著しい箇所の補修等（マスト構造物、防水区画、減揺タンク、手摺り等）

船 体 部

工 事 内 容工事所掌
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所　　在

検査工事

修理工事

烹炊場所

付帯工事

仮設冷房

陸電供給

工程会議

定期安全巡視
（13：30～14：30） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

主　要　日　程

工　事　名　称

８月７月６月Ｈ１９年　 ４月

砕氷艦　「 し ら せ 」

平成1９年度 年次検査工事日程表
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（
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渠　　中
(中７日)

床・通路養生

仮灯準備

床・通路養生撤去

仮灯撤去

仮設冷房 艦内冷房給電

陸上烹炊 艦内烹炊

▲陸上烹炊移転 ▼艦内烹炊移転

冷凍品搭載

中央岸壁中央岸壁 中央岸壁
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Ｆ
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◎第１回工程会議 ◎第２回工程会議

横須賀港

　
完
　
工



次期砕氷艦（１７AGB）の建造状況

防 衛 省
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第６３回南極輸送
問 題 調 査 会 議

22

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

概　要

○
契
約

◎
起
工

▽
ブ
ロ

ッ
ク
搭
載
開
始

　
▽
主
機
搭
載

　
○
軸
心
見
通
し

△
進
水

◆
第
１
回
入
渠

◆
第
２
回
入
渠

　
○
主
機
機
動

◆
第
３
回
入
渠

◆
第
４
回
入
渠

　
○
確
認
運
転

●
引
渡
し

（
就
役

）

詳細設計

船殻工事

船体艤装工事

機関艤装工事

電気艤装工事

観測装置
装備工事

航海光学
装備工事

通信情報
装備工事

電測装備工事

17Fy　　　　　　年度・月
項　目

18Fy 19Fy 20Fy 21Fy

詳細部分(詳細構造、詳細配置、装備品等)の検討・図面作成、承認／各種装備品等の試験方法の検討

船殻工事(小組→大組→ブロック搭載)、ぎ装品搭載準備、構造関係の検査

居住区ぎ装、諸試験、海上公試先行ぎ装(一部の装備品)、大型ぎ装品搭載、航空関連ぎ装

諸試験、係留公試及び海上公試機械室ぎ装、推進軸、プロペラぎ装

諸試験、調整試験及び海上公試電纜、発電機、推進電動機、配電盤等ぎ装

調整試験及び海上公試観測器材関連ぎ装

調整試験及び海上公試

調整試験及び海上公試

調整試験及び海上公試

ジャイロコンパス、測深儀等ぎ装

無線機装置、送受信装置、空中線ぎ装

レーダー通信装置、レーダー用電子機器、電纜敷設

６月５日現在６月５日現在

１ １７ＡＧＢ工程線表



第６３回南極輸送
問 題 調 査 会 議

33

２ １７ＡＧＢ建造状況

１ 現在の状況
（１）船体構造のブロックを建造中
（２）建造ドックへのブロック搭載開始予定は、１９年９月頃

２ 船体構造の建造状況

ブロック組立（二重底部）



第６３回南極輸送
問 題 調 査 会 議

44

補足 船舶建造の流れ

基本計画・基本設計
（防衛省が実施）

建造契約建造契約

詳細設計及び各種検討
（極地研・防衛省・造船所）

鋼材発注・受領 鋼材加工 小組み

艤装品発注・受領

大組み・ブロック組立 ブロック搭載
主機／推進軸艤装

進 水

艤 装 海上公試・就役

（一部搭載）

（搭載）艤装品
詳細仕様決定

材料・寸法等決定



「ぎ装に関する国立極地研究所との調整会議」について

１ 経 緯
平成18年4月25日に開催された「南極地域観測統合推進本部 南極輸送問題

調査会議 船舶による輸送体制分科会（第６回）」において、国立極地研究
所と防衛庁との間で、更なる緊密な態勢でもって１７ＡＧＢの詳細設計を進
めていくことについての必要性が強調された。
本調整会議は、これを受けて設立されたものである。

２ 目 的
観測隊員及び同物資の輸送並びに南極地域及び輸送途次での洋上観測を円

滑に遂行するため、極地研の要望を詳細設計に可能な限り取り入れ、１７Ａ
ＧＢの建造に反映することを目的とする。

３ 主要参加者
別表のとおり。

４ 開催した日時等
１回次：18.5.24(水)
２回次：18.6.27(火)(２回次以降は艦船分科会及び武器分科会として開催)
３回次：18.7.20(木)
４回次：18.10.23(月)

５ 主要な検討項目
（１）貨物倉へ搭載する物資の形状及び数量
（２）ＣＨ－１０１航空機を用いた物資の輸送方法
（３）ＣＨ－１０１航空機に搭載するコンテナ等の仕様
（４）観測隊居住区配置
（５）観測隊オペレーション室及び観測隊ネットワーク室の配置
（６）観測隊用ＬＡＮ支援機能
（７）各種観測器材(表層海洋モニタリングシステム等)のぎ装要領
（８）観測隊用通信支援機能

第63回南極輸送

問 題 調 査会 議



「しらせ」退役後の後利用（案） 
 

１．「しらせ」退役後の後利用について 
  

南極観測船として広く国民に親しまれてきた「しらせ」の今後については、「宗

谷」、「ふじ」と同様に国民、特に青少年の南極観測に対する関心と理解の増進に

役立つ形で保存活用される可能性について検討する。その際以下の順序で検討す

る。 

 

①国の機関に所管換の照会 

②都道府県等に対する利用の有無の照会 

③解体条件付き払い下げ 

 

 

２．検討の時期 
 
① 後利用の検討結果については平成２０年６月開催予定の本部総会に報告す

る。 

  

② 主な日程案は次のとおり（想定）   

・平成１９年 ６月本部総会 後利用検討の進め方について報告 

  ・平成１９年 ６月     国の機関に所管換の照会 

  ・  〃      ７月     都道府県等に利用希望の照会   

   ・    〃   １０月     利用計画提出の締切り・とりまとめ 

  ・  〃  １１月本部総会 検討状況について報告 

後利用検討委員会の設置 

  ・平成２０年 ５月     後利用検討委員会報告書の決定 

  ・   〃   ６月本部総会  後利用方針について報告 

  

 

 参考：「ふじ」の場合 
 

  ○ 主な日程は次のとおり 

    ・昭和５８年１１月本部総会  後利用検討の進め方について報告 

   ・昭和５９年１２月  〃       国の機関に所管換の照会 

   ・  〃     ２月         都道府県に利用希望の照会 

   ・  〃   ３月      利用計画提出の締切り・とりまとめ 

  ・  〃   ６月本部総会  検討状況について報告 

  ・  〃   ８月      後利用検討委員会設置 

  ・  〃  １０月      後利用検討委員会報告書の決定 

  ・  〃  １１月本部総会  後利用方針について報告  

資料（１４） 
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南極地域観測統合推進本部総会 
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